
鶏肉唐揚による揚げ油劣化比較臨床実験の分析結果 Ａ＝配合油 Ｂ＝配合油＋ＧＲＥＸ０，１％

酸 価 カルボニル
価

発煙点(℃) 色（透過色）

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

新油時239        242
Ｌ

Ａ Ｂ

１日目 1,16    0,73 8,3          7,8 195         200 46,1     56,8

２日目 1,41   0,77 9,0          7,7 192        198 30,0     50,4

３日目 1,80    1,14 9,6          8,3 186        190 20,0     35,3

目 安 2,5以上は使用不可 ５０以上は使用不
可

１７０℃以下は使用不可 数値が大きいほど明る
いことになる。Ａよりも
Ｂの方が明るいことか
らＧＲＥＸを使用すると
揚げ油が汚れにくくな
ることがわかる。

評 価 Ａの１日目とＢの３日
目がほぼ同じである
ことから、高温下に
おけるＢの抗酸化作
用がわかる。

Ａの１日目とＢの３
日目が同じである
ことから、高温下に
おけるＢの抗酸化
作用がわかる。

Ｂのほうが５℃前後高い
ことからＧＲＥＸを使用す
ると発熱効率が良くなる
ことがわかる。

分析：（財）日本食品分析センター

植物性複合エキスＧＲＥＸの油の酸化に対する抗酸化作用について基礎的知見を得るために以下
の実験を行った。

【ガルビノキシルラジカルとＧＲＥＸの反応】

ビタミンＥのように抗酸化活性の大きい、ラジカルを速やかに捕捉する抗酸化物は、ガルビノキシル
ラジカルとも反応しやすいことが知られている。ガルビノキシルラジカルとの反応を見ることにより、
GREXの活性を評価することが出来る。ここではＧＲＥＸとガルビノキシルラジカルの反応を測定した。

【結果】

ＧＲＥＸは、ガルビノキシルラジカルと反応し、ＧＲＥＸがラジカル捕捉剤として作用することを示して
いる。

【結論】

ガルビノキシルラジカルの実験と北栄研の臨床実験の結果より、ＧＲＥＸは、活性力を保持しながら、
ビタミンＥの活性が低下する１５０度以上においても、抗酸化作用を有すると言える。

ＧＲＥＸの基礎実験：東京大学先端科学技術研究センター
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